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研究成果の概要（和文）： 

妊婦のシートベルト着用推進教育プログラムの開発と評価を行った。プログラム構成は、

教材①「シートベルト着用の重要性」、教材②「正しいシートベルト着用法」、教材③「正し

い運転姿勢」である。インターネット・携帯電話サイトから、動画とパンフレット教材を提

供した。プログラムに参加した妊婦 644 名の結果、着用意識の向上と知識習得に効果を認め

た。95％以上の妊婦が「良い」と評価し、活用ニーズも高かった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The audiovisual educational program to promote wearing seat belts for pregnant 
women was developed and evaluated. The program provides three materials: importance 
of wearing seat belts in all car seats, wearing seat belts correctly during pregnancy, 
and appropriate sitting posture in a driver's seat. The total of 644 pregnant women 
watched the video and/or read leaflet on the website by their PCs and smart phones 
or mobile phones. The results showed that their knowledge and awareness about wearing 
seat belts and driving posture were increased. More than 95% of them evaluated that 
these materials were“good”and should be popularized in many ways. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 研究の動向 

日本の交通事故死者数は 7 年連続で減少

しており、その要因のひとつに「シートベル

ト着用率向上」があげられている（内閣府 

平成 20 年版交通安全白書）。2000 年 4 月に

チャイルドシート使用義務化、2008 年 6 月

には後席を含む全席でのシートベルト着用

が義務化された。シートベルトやチャイルド

シートを正しく使用することは、着用者自身
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【構成】 

教材 1「シートベルト着用の重要性」 

（動画 4分 15 秒、パンフレット p8－9）

教材 2「正しいシートベルト着用法」  

（動画 5分 24 秒、パンフレット p4－5）

教材 3「正しい運転姿勢」 

（動画 2分 17 秒、パンフレット p6－7）

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、妊婦のシートベルト着用

推進を目指して開発した動画教材（改訂版）

の効果を明らかにし、妊婦の評価を得て教材

の改善につなげることである。 

 
３．研究の方法 

(1) 対象と方法 

① 妊婦教室参加者 

 2012年2月～3月、A研究会主催の妊婦教室に

参加した683名に、依頼書、質問紙、パンフレ

ット教材を配布し、口頭と文書で依頼した。 

 携帯電話サイトは、動画サイズの制限のた

めドコモ携帯のみの対応となった。PC/スマー

トフォンサイトを利用できる者は無記名Web

調査に回答、利用できない者は無記名自記式

質問紙での回答を求め、郵送法にて回収した。 

② メルマガ妊婦読者 

 2012年3月配信のメルマガ妊婦読者（推定約

700名）に教材Web調査のURLを案内した。Web

サイト上で調査を依頼し、「同意」ボタンをク

リックした後、無記名調査への回答を求めた。 

 

(2) 調査内容 

① 視聴前： 
年齢、妊娠週数、現在の自動車利用頻度、

各座席のベルト着用状況、着用感、   

ベルト着用に対する不安、情報源、知識、  

着用写真の正誤問題 
② 教材 1評価： 

ベルト着用意識の変化 
ベルト着用の重要性の理解 
妊娠中の着用指導の希望 
全体的評価、良い点、改善点、感想 

③ 教材 2評価： 
ベルト着用法の理解 
チャイルドシート使用の重要性の理解 
指導の希望、着用写真の正誤問題 

  全体的評価、良い点、改善点、感想 
④ 教材 3評価： 

正しい運転姿勢の理解 
  全体的評価、良い点、改善点、感想 

(3) 分析対象と方法 

 2012年5月15日までに回答した644名（Web

調査454名、質問紙190名）を分析対象とした。 

統計ソフトはSPSS17.0を使用し、教材別に記

述的に要約した。同一対象の視聴前後の比率

の比較には、McNemar検定を用い、有意水準を

5％とした。 

研究の倫理的配慮については、大阪府立 

大学看護学部研究倫理委員会の承認を得た

（承認番号 23－79）。 

 
４．研究成果 

(1) 教材別の回答数 

 分析対象者 644 名のうち、各サイト利用

者は、PC433 名、スマホ 21 名、携帯 114 名、

であった。教材の選択は、「動画とパンフレ

ット」50％以上、「動画のみ」約 30％、「パ

ンフレットのみ」約 15％であった（表１）。 

表１ 教材別の回答数 

 人数   （％） 

視聴前調査 ６４４ （１００.０） 

教材１評価 ６１８ （１００.０） 

動画とﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ３４５  （５５.８） 

動画のみ 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄのみ 

１８４  （２９.８） 

  ８９  （１４.４） 

教材２評価 

動画とﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 

動画のみ 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄのみ 

５８９  （１００.０）

３１８  （５４.０）

１８２   （３０.９）

  ８９   （１５.１）

教材３評価 ５８０ （１００.０） 

動画とﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ２９６   （５１.０）

動画のみ 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄのみ 

１８９   （３２.６）

  ９５    （１６.４）

全ての調査に回答 ５７８ （１００.０）

 

(2) 対象者の属性、車の利用状況 

対象者644名の平均年齢±SD（年齢範囲）

は、32.0±4.31 歳（18～43 歳）。妊娠週数

は、妊娠初期 68 名（10.6％）、中期 223 名

（34.6％）、末期 322 名（50.0％）、無回答

31 名（4.8％）であった。 
車の利用者は606名（94.1％）、このうち妊

婦ドライバー318名（49.4％）、同乗のみが288

名（44.7％）であった。各座席のベルト着用

率は、運転席94.9％、助手席89.7％、後席

16.6％であり、特に後席が低率※であった。 

※参考データ：警察庁/JAF合同調査  

平成22年シートベルト着用状況全国調査  

後席着用率 一般道 33.1％、高速道 63.7％ 
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妊婦に確実に情報が伝わるように医療職か

ら啓発して欲しい。具体的には、母子健康手

帳交付時、妊婦健診、妊婦教室でポスターを

提示、パンフレットを配布し、映像を流す。

親世代や一般人は妊婦のベルト着用の重要

性を知らないため、メディア（ＣＭ，新聞、

広告）、教習所や免許更新時、ベビー用品店、

ガソリンスタンドなどで伝える」であった。 

 

(6) まとめ 

 本研究では、妊婦のシートベルト着用推進

を目指して開発した動画教材（改訂版）の効

果を明らかにし、妊婦644名から教材の改善

につながる評価を得ることができた。 

 本研究の対象者は、妊婦教室に参加したり

メルマガ・インターネットから情報収集でき

る学習意欲の高い妊婦である。しかし、視聴

前調査の結果では、後席ベルト着用率が16％

と低く、妊婦のベルト着用が推奨されている

ことを知らない者も多いことが判明した。ベ

ルト着用写真の正誤問題では約半数が誤答

であり、妊婦の着用指導のニーズが高かった

ことから、「母子健康手帳の交付時」と「腹

部が大きくなり、チャイルドシートを準備す

る妊娠中期」に、産科医療職者から妊婦に指

導する必要がある。 

 開発した教育プログラムは、後席ベルト着

用意識の向上、着用に対する不安軽減、着用

法の理解、チャイルドシート使用への意識づ

けに対する効果を確認できたので、妊婦指導

への活用が期待できる。 

今後、妊婦から寄せられた意見を反映して

教材を指導時期別に改良していく。さらに、

チャイルドシート用の教材を開発し、同乗す

る胎児や子どもの命を守る安全意識(Child 

Passenger Safety：CPS)の向上を目指した教

育プログラムへと発展させていきたい。 
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